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時
に
米
軍
の
管
制
隊
が
到
着
し
、
次
々
と
飛

来
す
る
米
軍
機
に
無
線
通
信
で
着
陸
許
可
を

指
示
。
日
本
に
お
け
る
近
代
的
管
制
業
務
の

始
ま
り
で
し
た
。

　日
本
各
地
の
飛
行
場
を
接
収
し
た
米
軍

は
、
羽
田
、
伊
丹
、
板
付
と
い
っ
た
飛
行
場

で
空
港
の
管
制
業
務
を
始
め
ま
し
た
。ま
た
、

米
軍
は
日
本
本
土
と
周
辺
海
域
上
空
の
交
通

整
理
や
航
空
路
の
管
制
業
務
も
開
始
。
昭
和

22
（
1
9
4
7
）
年
に
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
基
地

（
現
在
の
航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
（
埼
玉
））

に
東
日
本
管
制
セ
ン
タ
ー
、
福
岡
に
西
日
本

管
制
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

日
本
人
で
日
本
の
空
を
守
る
た
め
に

　昭
和
25
（
1
9
5
0
）
年
、
3
人
の
日
本

人
が
日
本
人
初
の
航
空
管
制
官
に
な
る
べ

く
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
航
空
局
訓
練
セ
ン
タ
ー

に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
3
人
は
技
能
資
格
を

取
得
し
て
帰
国
後
、訓
練
用
教
材
を
作
成
し
、

昭
和
27
（
1
9
5
2
）
年
に
は
教
官
と
し
て

航
空
管
制
官
1
期
生
を
育
て
ま
し
た
。

　昭
和
26
（
1
9
5
1
）
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講
話
条
約
が
調
印
さ
れ
た
後
も
、
航

空
管
制
は
引
き
続
き
米
軍
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
30
（
1
9
5
5
）
年

の
宮
崎
空
港
を
皮
切
り
に
、
各
地
の
空
港
の

管
制
業
務
が
日
本
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
航

空
路
の
管
制
業
務
も
米
軍
か
ら
引
き
継
ぐ

た
め
、
多
く
の
日
本
人
が
資
格
取
得
の
た

め
の
厳
し
い
訓
練
に
汗
を
流
し
、
昭
和
34

（
1
9
5
9
）
年
、
運
輸
省
航
空
交
通
管
制
本

部
が
発
足
。
初
め
て
日
本
人
だ
け
に
よ
る
航

路
や
高
度
）
を
飛
行
す
る
仕
組
み
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　近
年
、
東
南
ア
ジ
ア
の
L
C
C
を
は
じ

め
と
し
て
、
日
本
の
空
港
に
離
着
陸
す
る
航

空
機
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
航
空
機

の
性
能
向
上
に
よ
り
日
本
の
上
空
を
通
過
す

る
長
距
離
便
も
増
え
て
い
ま
す
し
、
こ
れ
か

ら
も
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
国
土
交
通
省

は
、
安
全
確
保
を
大
前
提
に
、
環
境
に
も
配

慮
し
な
が
ら
、
精
度
の
高
い
運
航
環
境
を
構

築
す
る
こ
と
で
、
航
空
機
の
増
大
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

空
路
の
管
制
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。

　し
か
し
昭
和
40
年
代
に
は
、
民
間
機
と
自

衛
隊
機
の
空
中
衝
突
な
ど
の
悲
惨
な
航
空
機

事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。
運
輸
省

航
空
局
は
、
事
故
を
教
訓
に
欧
米
の
最
新
技

術
を
導
入
し
な
が
ら
、
航
空
路
レ
ー
ダ
ー
の

整
備
や
管
制
シ
ス
テ
ム
の
近
代
化
を
推
進
。

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
変
革
と
ル
ー
ル
改
正
な
ど

を
重
ね
、
世
界
で
も
先
進
的
と
さ
れ
る
、
現

在
の
日
本
の
航
空
管
制
を
築
き
上
げ
て
き
ま

し
た
。

経
済
性
の
効
率
化
も
担
う
航
空
管
制

　時
代
の
変
化
と
共
に
、
飛
行
す
る
航
空
機

は
増
大
し
、
飛
行
時
間
の
短
縮
な
ど
、
経
済

的
な
効
率
化
も
航
空
管
制
の
重
要
な
役
割
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
着
陸
地
点
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
出
発
時
刻
通
り
に

出
て
空
で
待
機
す
る
よ
り
は
、
出
発
時
刻

を
遅
ら
せ
最
適
な
飛
行
時
間
で
目
的
地
に

到
着
し
た
方
が
、
燃
料
も
無
駄
に
な
ら
ず
、

C
O
2

の
排
出
量
も
抑
え
ら
れ
て
環
境
に
や

さ
し
い
運
航
が
実
現
で
き
ま
す
。
現
在
の
航

空
管
制
官
は
安
全
を
確
保
す
る
と
共
に
、
こ

う
し
た
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

と
情
報
交
換
し
、
最
適
な
運
航
の
お
手
伝
い

も
し
て
い
ま
す
。

　新
し
い
技
術
開
発
の
挑
戦
も
続
い
て
い
ま

す
。
将
来
は
、
全
て
の
航
空
機
の
飛
行
計

画
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
更
新
さ
れ
る
気
象
情

報
、
空
の
混
雑
状
況
な
ど
、
航
空
管
制
に
必

要
な
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
一
元
的
に
デ
ー
タ
処

理
し
、
よ
り
最
適
で
安
全
な
軌
道
（
飛
行
経

戦
後
に
始
ま
っ
た
日
本
の
近
代
管
制

　エ
ン
ジ
ン
を
持
つ
航
空
機
が
日
本
で
初
め

て
空
を
飛
ん
だ
の
は
明
治
43
（
1
9
1
0
）

年
。
現
在
の
代
々
木
公
園
に
あ
っ
た
練
兵
場

で
、
日
本
陸
軍
の
徳
川
好
敏
と
日
野
熊
蔵

が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
機
体
で
飛
行
に
成
功
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
で
ラ
イ
ト
兄

弟
が
世
界
初
の
飛
行
に
成
功
し
た
明
治
36

（
1
9
0
3
）
年
か
ら
わ
ず
か
7
年
後
の
こ

と
で
し
た
。

　ア
メ
リ
カ
で
は
当
時
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
目

視
や
手
信
号
で
航
空
機
同
士
が
衝
突
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
航
空
機
が
増
え

る
に
つ
れ
そ
れ
だ
け
で
は
間
に
合
わ
な
く
な

り
、
滑
走
路
脇
で
赤
と
緑
の
旗
を
持
っ
て
交

通
整
理
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
航

空
管
制
の
始
ま
り
で
す
。

　日
本
で
は
第
二
次
世

界
大
戦
前
、
軍
の
飛
行

場
の
見
張
台
か
ら
「
吹

流
し
」
な
ど
で
着
陸
の

方
向
を
示
し
た
り
、
滑

走
路
脇
で
手
旗
を
持
っ

た
兵
士
が
離
着
陸
の
指

示
を
出
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。

　戦
後
ま
も
な
く
、
厚
木

の
海
軍
飛
行
場
に
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
連
合
国
軍
最

高
司
令
官
が
輸
送
機
か

ら
降
り
立
ち
ま
す
。
同

ジョンソン基地内で訓練室として使用されていたカマボコ兵舎。写真の右手側の地下に、東日本管制センター
が設置された。

日本陸軍の工兵大尉である徳川好敏が日
本初の公式動力飛行に成功したアンリ・
ファルマン複葉機。
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わ
ー
！

す
ご
く
忙
し
そ
う
。

日
本
で
は
戦
後
に

ア
メ
リ
カ
軍
が
行
っ
て
い
た

管
制
業
務
を
学
び

引
き
継
ぐ
形
で
昭
和
30
年
に

始
ま
り
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
の

航
空
局
の
方
で
す
ね
？

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
管
制
部
の
近
藤
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ず
い
ぶ
ん
古
い

建
物
の
写
真
だ
ね
。

こ
の
高
い
塔
は
何
か
な
？

こ
れ
は
昭
和
25
年
頃
の

羽
田
空
港
の
管
制
塔
の

写
真
な
ん
で
す
よ
。

近
藤
さ
ん
、

カ
ン
セ
イ
塔
の

「
カ
ン
セ
イ
」っ
て

何
で
す
か
？

「
管
制
」と
い
う
の
は

滑
走
路
を
走
っ
た
り

空
を
飛
ん
だ
り
し
て
い
る

航
空
機
同
士
が
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う

航
空
管
制
官
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
ら
と

連
絡
を
取
り
合
っ
て

交
通
整
理
す
る
仕
事
で
す
。

め
ま
ぐ
る
し
く
進
歩
す
る

航
空
技
術
を

安
全
に
運
用
し
て
い
け
る
よ
う
、

航
空
管
制
も

日
々
変
わ
る
状
況
に

応
え
る
努
力
を

続
け
て
い
る
の
で
す
。

1
9
0
3
年
に
ラ
イ
ト
兄
弟
が

初
め
て
空
を
飛
ん
で
か
ら
百
年
…

日
本
の
空
は
今
、

1
日
に
4
千
機
以
上
の

航
空
機
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。

発足直後の日本の管制運用室

空の安全を守る

航空管制
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時
に
米
軍
の
管
制
隊
が
到
着
し
、
次
々
と
飛

来
す
る
米
軍
機
に
無
線
通
信
で
着
陸
許
可
を

指
示
。
日
本
に
お
け
る
近
代
的
管
制
業
務
の

始
ま
り
で
し
た
。

　日
本
各
地
の
飛
行
場
を
接
収
し
た
米
軍

は
、
羽
田
、
伊
丹
、
板
付
と
い
っ
た
飛
行
場

で
空
港
の
管
制
業
務
を
始
め
ま
し
た
。ま
た
、

米
軍
は
日
本
本
土
と
周
辺
海
域
上
空
の
交
通

整
理
や
航
空
路
の
管
制
業
務
も
開
始
。
昭
和

22
（
1
9
4
7
）
年
に
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
基
地

（
現
在
の
航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
（
埼
玉
））

に
東
日
本
管
制
セ
ン
タ
ー
、
福
岡
に
西
日
本

管
制
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

日
本
人
で
日
本
の
空
を
守
る
た
め
に

　昭
和
25
（
1
9
5
0
）
年
、
3
人
の
日
本

人
が
日
本
人
初
の
航
空
管
制
官
に
な
る
べ

く
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
航
空
局
訓
練
セ
ン
タ
ー

に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
3
人
は
技
能
資
格
を

取
得
し
て
帰
国
後
、訓
練
用
教
材
を
作
成
し
、

昭
和
27
（
1
9
5
2
）
年
に
は
教
官
と
し
て

航
空
管
制
官
1
期
生
を
育
て
ま
し
た
。

　昭
和
26
（
1
9
5
1
）
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
講
話
条
約
が
調
印
さ
れ
た
後
も
、
航

空
管
制
は
引
き
続
き
米
軍
に
よ
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
30
（
1
9
5
5
）
年

の
宮
崎
空
港
を
皮
切
り
に
、
各
地
の
空
港
の

管
制
業
務
が
日
本
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
航

空
路
の
管
制
業
務
も
米
軍
か
ら
引
き
継
ぐ

た
め
、
多
く
の
日
本
人
が
資
格
取
得
の
た

め
の
厳
し
い
訓
練
に
汗
を
流
し
、
昭
和
34

（
1
9
5
9
）
年
、
運
輸
省
航
空
交
通
管
制
本

部
が
発
足
。
初
め
て
日
本
人
だ
け
に
よ
る
航

路
や
高
度
）
を
飛
行
す
る
仕
組
み
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　近
年
、
東
南
ア
ジ
ア
の
L
C
C
を
は
じ

め
と
し
て
、
日
本
の
空
港
に
離
着
陸
す
る
航

空
機
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
航
空
機

の
性
能
向
上
に
よ
り
日
本
の
上
空
を
通
過
す

る
長
距
離
便
も
増
え
て
い
ま
す
し
、
こ
れ
か

ら
も
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
国
土
交
通
省

は
、
安
全
確
保
を
大
前
提
に
、
環
境
に
も
配

慮
し
な
が
ら
、
精
度
の
高
い
運
航
環
境
を
構

築
す
る
こ
と
で
、
航
空
機
の
増
大
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

空
路
の
管
制
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。

　し
か
し
昭
和
40
年
代
に
は
、
民
間
機
と
自

衛
隊
機
の
空
中
衝
突
な
ど
の
悲
惨
な
航
空
機

事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。
運
輸
省

航
空
局
は
、
事
故
を
教
訓
に
欧
米
の
最
新
技

術
を
導
入
し
な
が
ら
、
航
空
路
レ
ー
ダ
ー
の

整
備
や
管
制
シ
ス
テ
ム
の
近
代
化
を
推
進
。

さ
ま
ざ
ま
な
技
術
変
革
と
ル
ー
ル
改
正
な
ど

を
重
ね
、
世
界
で
も
先
進
的
と
さ
れ
る
、
現

在
の
日
本
の
航
空
管
制
を
築
き
上
げ
て
き
ま

し
た
。

経
済
性
の
効
率
化
も
担
う
航
空
管
制

　時
代
の
変
化
と
共
に
、
飛
行
す
る
航
空
機

は
増
大
し
、
飛
行
時
間
の
短
縮
な
ど
、
経
済

的
な
効
率
化
も
航
空
管
制
の
重
要
な
役
割
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
着
陸
地
点
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
出
発
時
刻
通
り
に

出
て
空
で
待
機
す
る
よ
り
は
、
出
発
時
刻

を
遅
ら
せ
最
適
な
飛
行
時
間
で
目
的
地
に

到
着
し
た
方
が
、
燃
料
も
無
駄
に
な
ら
ず
、

C
O
2

の
排
出
量
も
抑
え
ら
れ
て
環
境
に
や

さ
し
い
運
航
が
実
現
で
き
ま
す
。
現
在
の
航

空
管
制
官
は
安
全
を
確
保
す
る
と
共
に
、
こ

う
し
た
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

と
情
報
交
換
し
、
最
適
な
運
航
の
お
手
伝
い

も
し
て
い
ま
す
。

　新
し
い
技
術
開
発
の
挑
戦
も
続
い
て
い
ま

す
。
将
来
は
、
全
て
の
航
空
機
の
飛
行
計

画
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
更
新
さ
れ
る
気
象
情

報
、
空
の
混
雑
状
況
な
ど
、
航
空
管
制
に
必

要
な
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
一
元
的
に
デ
ー
タ
処

理
し
、
よ
り
最
適
で
安
全
な
軌
道
（
飛
行
経

戦
後
に
始
ま
っ
た
日
本
の
近
代
管
制

　エ
ン
ジ
ン
を
持
つ
航
空
機
が
日
本
で
初
め

て
空
を
飛
ん
だ
の
は
明
治
43
（
1
9
1
0
）

年
。
現
在
の
代
々
木
公
園
に
あ
っ
た
練
兵
場

で
、
日
本
陸
軍
の
徳
川
好
敏
と
日
野
熊
蔵

が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
機
体
で
飛
行
に
成
功
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
で
ラ
イ
ト
兄

弟
が
世
界
初
の
飛
行
に
成
功
し
た
明
治
36

（
1
9
0
3
）
年
か
ら
わ
ず
か
7
年
後
の
こ

と
で
し
た
。

　ア
メ
リ
カ
で
は
当
時
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
目

視
や
手
信
号
で
航
空
機
同
士
が
衝
突
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
航
空
機
が
増
え

る
に
つ
れ
そ
れ
だ
け
で
は
間
に
合
わ
な
く
な

り
、
滑
走
路
脇
で
赤
と
緑
の
旗
を
持
っ
て
交

通
整
理
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
航

空
管
制
の
始
ま
り
で
す
。

　日
本
で
は
第
二
次
世

界
大
戦
前
、
軍
の
飛
行

場
の
見
張
台
か
ら
「
吹

流
し
」
な
ど
で
着
陸
の

方
向
を
示
し
た
り
、
滑

走
路
脇
で
手
旗
を
持
っ

た
兵
士
が
離
着
陸
の
指

示
を
出
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。

　戦
後
ま
も
な
く
、
厚
木

の
海
軍
飛
行
場
に
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
連
合
国
軍
最

高
司
令
官
が
輸
送
機
か

ら
降
り
立
ち
ま
す
。
同

ジョンソン基地内で訓練室として使用されていたカマボコ兵舎。写真の右手側の地下に、東日本管制センター
が設置された。

日本陸軍の工兵大尉である徳川好敏が日
本初の公式動力飛行に成功したアンリ・
ファルマン複葉機。




